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監
事
と
し
て
思
う
こ
と

　
　
　

宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会　

監
事

吉
村
久
美
子

「
監
事
を
引
き
受
け
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
お
話
を
い
た
だ

い
て
三
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
芸
術
や
文
化
に
関
し
て
は
、
音
楽

や
絵
画
、
映
画
等
の
鑑
賞
や
文
庫
本
を
手
に
取
る
く
ら
い
で
、
い
つ

も
見
る
側
で
あ
り
聞
く
側
な
の
で
監
事
と
し
て
務
ま
る
の
か
と
て
も

不
安
で
し
た
。

理
事
会
に
参
加
し
て
み
て
県
内
に
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
・

文
化
の
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
一
方
で
は
会
員
数
の
減
少
や
後
継
者
不
足
と

い
う
厳
し
い
現
実
に
直
面
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

現
在
、「
宮
崎
芸
術
文
化
協
会
」
の
加
盟
団
体
は
三
七
団
体
で
す
。

こ
れ
ら
の
団
体
等
の
活
動
に
対
し
て
そ
の
振
興
・
発
展
の
た
め
に

補
助
金
の
支
援
や
相
談
等
に
応
じ
て
い
る
の
が
「
宮
崎
県
芸
術
文
化

協
会
」
で
す
。

加
盟
団
体
だ
け
で
は
な
く
県
民
の
皆
様
方
に
も
当
協
会
の
支
援
活

動
や
相
談
活
動
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
、
取
組
の
一

部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①�　

県
民
の
芸
術
文
化
活
動
を
奨
励
・
援
助
す
る
た
め
の
文
化
団

体
へ
の
助
成

　

・�

文
化
団
体
が
行
う
発
表
会
や
記
念
公
演
等
に
対
し
て
様
々
な

助
成
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

②�　
「
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
」
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
相
談
活
動
や
具
体
的
手
立
て
の
提
案
等

　

・�

例
え
ば
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る

取
組
の
充
実
や
、
地
域
の
伝
統
芸
能
文
化
と
地
域
お
こ
し
を

リ
ン
ク
す
る
方
法
の
相
談
に
の
っ
た
り
、
そ
の
具
体
的
な
取

組
を
提
案
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
県
民
の
芸
術
文
化
の
振
興
・
発
展
の
た
め
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
「
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会
」
で
す
。
是
非

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

ま
た
、
企
業
局
二
階
に
事
務
局
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

芸
術
や
文
化
は
私
た
ち
に
感
動
や
喜
び
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な

く
地
域
社
会
の
活
性
化
や
連
帯
感
を
生
み
出
し
、
誰
も
が
共
に
生
き

る
社
会
づ
く
り
に
繋
が
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
県
が
「
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
み
や
ざ
き
」
と
と
も
に
「
ア
ー
ト
＆

カ
ル
チ
ャ
ー
ラ
ン
ド
み
や
ざ
き
」
と
な
り
ま
す
よ
う
切
に
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

都城市・関之尾の滝（写真提供：鉱脈社）
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令
和
八
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

１�　
令
和
八
年
度
芸
文
協
助
成
事
業
（
予
算

額　
一
、
〇
〇
〇
千
円
）

県
民
の
芸
術
文
化
活
動
を
奨
励
・
援
助

す
る
た
め
、
芸
術
文
化
団
体
の
活
動
に
対

し
て
助
成
を
行
う
。

⑴�

助
成
対
象
事
業　

宮
崎
県
内
に
所
在
し

て
い
る
芸
術
文
化
団
体
の
事
業

⑵
募
集
団
体
数　

一
〇
団
体
程
度

⑶�

助
成
額　

事
業
費
の
二
分
の
一
以
内　

上
限
額
一
〇
万
円

２�　
宮
崎
県
文
化
芸
術
支
援
事
業
（
予
算
額

　
一
二
、
五
七
三
千
円
）

⑴�

み
や
ざ
き
文
学
賞
開
催
補
助
（
五
、
二

四
三
千
円
）

本
県
の
文
学
活
動
の
充
実
発
展
を
図

る
と
と
も
に
文
化
の
振
興
に
資
す
る
た

め
「
第
二
九
回
み
や
ざ
き
文
学
賞
」
を

実
施
す
る
。
実
施
に
必
要
な
事
項
は
、

運
営
委
員
会
を
設
置
し
検
討
す
る
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
宮
崎
県
の
支
援

を
受
け
、
平
成
一
〇
年
度
に
創
設
し
た

も
の
で
、
本
県
の
文
芸
の
向
上
と
普
及

を
目
指
し
「
県
民
芸
術
祭
」
の
一
環
と

し
て
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

①�

作
品
募
集　

小
説
・
随
筆
・
詩
・
短

歌
・
俳
句
・
川
柳

②�

作
品
受
付　

令
和
八
年
八
月
一
日
㈭

～
九
月
四
日
㈮
を
予
定

③�

応
募
資
格　

県
内
在
住
者
（
県
内
在

勤
・
在
学
者
を
含
む
。
職
業
作
家
は

除
く
。）

④�

審
査
・
表
彰  

審
査
委
員
に
よ
る
審

査
を
行
い
、
入
賞
・
入
選
者
を
決
定

し
表
彰
す
る
。

　

�

表
彰
式
は
令
和
九
年
二
月
一
七
日
㈬

予
定
。

⑤�

作
品
集
発
行  

入
賞
・
入
選
作
品
等

を
掲
載
し
た
作
品
集
「
み
や
ざ
き
の

文
学
」
を
発
行
し
、
関
係
機
関
・
団

体
等
に
配
付
す
る
。
希
望
者
に
有
料

頒
布
す
る
。

発
行
部
数
：
六
〇
〇
冊�

⑵�
文
化
団
体
活
動
支
援
事
業
（
予
算
額
　

七
、
三
三
〇
千
円
）

①�
県
民
芸
術
祭
（
助
成
事
業
分
）（
予

算
額　

三
、
二
〇
〇
千
円
）

文
化
団
体
が
日
頃
の
研
鑽
の
成
果

を
広
く
県
民
に
発
表
す
る
こ
と
等
に

よ
り
県
民
の
文
化
創
造
や
文
化
意
識

の
高
揚
を
促
し
本
県
芸
術
文
化
の
振

興
を
図
る
た
め
、
申
請
の
あ
っ
た
団

体
に
つ
い
て
事
業
内
容
や
実
施
時
期

等
を
審
査
し
、
適
当
と
認
め
ら
れ
る

事
業
を
採
択
す
る
。

な
お
、
採
択
の
可
否
は
県
民
芸
術

祭
運
営
委
員
会
で
審
査
し
、
周
年

的
・
記
念
的
事
業
を
優
先
的
に
採
択

す
る
。

○�

事
業
費
の
二
分
の
一
以
内　

上
限

額
八
〇
万
円　

採
択
枠
四
事
業

②�

県
内
文
化
団
体
活
動
助
成
事
業
（
予

算
額　

八
〇
〇
千
円
）

県
内
の
文
化
団
体
が
そ
の
活
動
を

拡
大
す
る
た
め
に
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
講
座
、
学
校
訪
問
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
等
の
取
組
に
対
し
て
補

助
を
行
う
。

○�

当
協
会
会
員
団
体　

経
費
の
四
分

の
三　

上
限
額
一
〇
万
円　

採
択

枠
五
団
体

○�

当
協
会
会
員
以
外　

経
費
の
二
分

の
一　

上
限
額
六
万
円　

採
択
枠

五
団
体

③�

県
内
伝
統
芸
能
（
祭
り
）
活
動
継
承

助
成
事
業
（
予
算
額　

三
、
〇
〇
〇

千
円
）

長
年
受
け
継
が
れ
、
貴
重
な
地
域

資
源
と
し
て
郷
土
へ
の
愛
着
の
源
と

な
っ
て
い
る
伝
統
芸
能
や
祭
り
の
継

承
に
取
り
組
む
団
体
等
で
市
町
村
か

ら
の
推
薦
が
あ
っ
た
も
の
に
補
助
を

行
う
。

○�

事
業
費
の
二
分
の
一
以
内　

上
限

額
八
〇
万
円　

採
択
枠
三
団
体

　

�

国
又
は
県
が
指
定
す
る
文
化
財
を

活
用
し
た
事
業
や
宮
崎
県
文
化
賞

に
関
わ
る
事
業
に
つ
い
て
は
上
限

額
を
一
〇
〇
万
円
と
す
る
。

３�　
広
げ
よ
う
文
化
の
輪
推
進
事
業
（
ひ
な

た
の
文
化
活
動
推
進
事
業
）（
予
算
額　

五
、
〇
〇
〇
千
円
）

令
和
五
年
六
月
に
策
定
し
た
「
み
や
ざ

き
文
化
振
興
計
画
」
に
お
け
る
重
点
視
点

「
文
化
の
裾
野
の
拡
大
」
又
は
「
様
々
な

分
野
（
福
祉
や
観
光
な
ど
）
と
の
連
携
」

を
図
る
文
化
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
。

申
請
前
か
ら
事
業
実
施
、
報
告
書
の
作

成
ま
で
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
に
よ
る
伴
走

型
支
援
を
行
う
。

○�

事
業
費
の
一
〇
分
の
一
〇
以
内　

上

限
額
五
〇
万
円　

採
択
枠
一
〇
事
業

４�　
文
化
の
担
い
手
育
成
支
援
事
業
／
文
化

の
よ
ろ
ず
支
援
事
業
（
予
算
額　
一
一
、

九
二
九
千
円
）

県
内
の
文
化
活
動
の
支
援
機
関
と
し
て

設
置
し
た
「
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ

き
」
に
お
い
て
、
文
化
団
体
か
ら
の
相
談

対
応
や
各
種
研
修
事
業
、
助
成
事
業
の
助

言
・
評
価
な
ど
を
適
宜
適
切
に
行
い
な
が

ら
、
本
県
文
化
力
の
向
上
と
魅
力
あ
る
地

域
づ
く
り
を
行
う
。

５�　
文
化
の
力
で
地
域
を
元
気
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業（
予
算
額　
一
九
、〇
一
七
千
円
）

地
域
文
化
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体
験
型
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
開
催
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
な
ど

を
行
う
。

６�　
子
ど
も
伝
統
文
化
祭
開
催
事
業
（
予
算

額　
一
六
、
四
〇
三
千
円
）

各
地
域
で
受
け
継
が
れ
る
伝
統
芸
能

（
神
楽
、
棒
踊
り
、
泰
平
踊
り
、
臼
太
鼓

踊
り
、
荒
踊
り
等
）
の
発
表
と
地
域
を
越

え
た
子
ど
も
た
ち
の
交
流
の
場
と
し
て

「
子
ど
も
伝
統
文
化
祭
」
を
開
催
す
る
。

開
催
予
定　

�

令
和
八
年
一
二
月
一
九
日
㈯

場　
　

所　

�

県
立
芸
術
劇
場
演
劇
ホ
ー
ル

７�　
各
種
事
業
の
後
援
等

申
請
に
基
づ
き
、
芸
文
協
会
員
等
が
実

施
す
る
芸
術
文
化
事
業
に
つ
い
て
名
義
後

援
を
行
う
。

８�　
令
和
八
年
度
「
宮
崎
県
芸
術
文
化
協
会

賞
」
の
授
賞

芸
文
協
の
加
盟
団
体
ま
た
は
加
盟
団
体
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に
所
属
す
る
個
人
、
そ
の
他
適
当
と
認
め

る
団
体
又
は
個
人
で
顕
著
な
芸
術
文
化
活

動
を
行
っ
た
者
を
顕
彰
す
る
た
め
、
宮
崎

県
芸
術
文
化
協
会
賞
を
授
賞
す
る
。

①�

部　

門　

芸
術
文
化
部
門
、
芸
術
文
化

奨
励
部
門
（
い
ず
れ
も
個
人
・
団
体
）

②
推　

薦　

加
盟
団
体

③�

授
賞
式　

令
和
八
年
度
中
の
通
常
理
事

会
開
催
日
に
実
施
（
一
二
月
を
予
定
）

９�　
会
報
「
み
や
ざ
き
芸
文
協
」
第
一
二
九

号
、
第
一
三
〇
号
の
発
行

当
協
会
及
び
当
協
会
会
員
の
活
動
状
況

等
を
記
録
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活

動
の
促
進
に
関
す
る
情
報
を
会
員
並
び
に

県
民
に
周
知
す
る
た
め
、
会
報
「
み
や
ざ

き
芸
文
協
」
を
発
行
す
る
。

①
体　
　

裁　

Ａ
４
判　

八
ペ
ー
ジ

②
発
行
部
数　

一
、
三
〇
〇
部
／
回

③
発
行
時
期　

九
月
、
三
月

10�　
「
宮
崎
県
文
化
年
鑑
２
０
２
６
」（
第
五

二
号
）
の
発
行

県
内
の
主
な
芸
術
文
化
活
動
の
状
況
や

加
盟
団
体
の
活
動
等
を
記
録
し
、
現
在
及

び
将
来
の
本
県
文
化
振
興
の
資
料
と
す
る
。

①
体　
　

裁　

�

Ａ
５
判  

一
八
〇
ペ
ー

ジ
程
度

②
発
行
部
数　

五
〇
〇
部

③
発
行
時
期　

一
二
月
頃

11�　
加
盟
団
体
等
に
対
す
る
支
援
、
文
化
団

体
の
育
成
等

⑴�

加
盟
団
体
は
、
高
齢
化
、
会
員
減
少
等

に
よ
り
活
動
力
の
低
下
・
組
織
の
弱
体

化
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ー
ツ
カ

ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
に
よ
る
各
団
体
へ

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
・
助
言
等
の
ほ
か
、
前

記
の
活
動
補
助
事
業
を
実
施
し
、
組
織

力
や
活
動
力
の
強
化
に
向
け
た
取
組
を

促
す
。

⑵�

芸
術
文
化
団
体
の
加
入
や
賛
助
会
員
獲

得
に
向
け
、
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連

携
強
化
を
進
め
る
。

⑶�

そ
の
他
文
化
団
体
育
成
の
た
め
に
必
要

な
取
組
を
適
宜
実
施
す
る
。

12　
芸
文
協
運
営
の
た
め
の
会
議

理
事
会
（
年
三
回
）、
評
議
員
会
（
年

一
回
）、
専
門
委
員
会
（
必
要
の
都
度
）、

会
員
（
加
盟
団
体
）
代
表
者
会
議
（
年
一

回
）
等
を
開
催
す
る
。

※�

理
事
会
、
評
議
員
会
に
つ
い
て
は
、
必

要
に
応
じ
て
臨
時
会
議
を
開
催
す
る
。

宮
崎
県
文
化
振
興
条
例
（
令
和
四
年
三
月

一
四
日
施
行
）
第
１
章
の
８
に
「
文
化
の
振

興
等
に
当
た
っ
て
は
、
文
化
の
固
有
の
意
義

と
価
値
を
尊
重
し
つ
つ
、
観
光
、
ま
ち
づ
く

り
、
国
際
交
流
、
福
祉 

、
教
育
、
産
業
そ

の
他
の
各
関
連
分
野
に
お
け
る
施
策
と
の
有

機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
は
、

他
分
野
連
携
に
よ
っ
て
文
化
芸
術
の
価
値
を

高
め
、
未
来
へ
の
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
受
け
継

が
れ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
き
ま
す
。

文
化
芸
術
は
そ
の
成
果
が
出
て
く
る
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
も
の
で
す
。
一
方
で
人
々

に
根
付
き
、
生
活
の
土
台
と
な
る
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
他
分
野
連
携
に
お
い
て
は
、

文
化
芸
術
の
持
つ
視
点
か
ら
他
分
野
の
課
題

に
向
き
合
い
、
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

よ
う
に
、
ま
た
他
分
野
が
持
つ
短
期
的
な
効

果
を
、
宮
崎
県
内
の
文
化
芸
術
の
価
値
向
上

に
向
か
う
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

二
一
〇
〇
年
の
日
本
は
、
人
口
が
六
三
〇

〇
万
人
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
の
割
合
が
四

〇
％
と
い
う
予
測
が
あ
り
ま
す
（
二
〇
二
四

年
人
口
戦
略
会
議
よ
り
）。
そ
の
頃
の
宮
崎

県
は
、
人
口
が
四
〇
万
人
を
切
り
、
そ
の
半

分
以
上
が
高
齢
者
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

（
二
〇
二
二
年
宮
崎
県
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
よ
り
）。

文
化
芸
術
に
対
し
他
分
野
連
携
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
文
化
芸
術
が
生
き
残
れ
る
か

で
は
な
く
、
地
域
は
文
化
芸
術
に
よ
っ
て
生

き
残
れ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
二
一
〇
〇
年
に
宮
崎
の
文

化
は
生
き
残
っ
て
い
る
の
か
、
二
一
〇
〇
年

に
宮
崎
は
文
化
で
生
き
残
れ
る
の
か
。
ア
ー

ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
が
行
っ
て
い
る
の

は
、
文
化
芸
術
を
軸
と
し
た
生
存
戦
略
で
す
。

�P
reserve M

iyazaki's C
ulture? 

and Survive through M
iyazaki's 

Culture?
�

～
宮
崎
の
文
化
は
生
き
残
れ
る
の
か
？　

宮
崎
は
文
化
で
生
き
残
れ
る
の
か
？
～

１�
．
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
（
相
談
、
ア
ド

バ
イ
ス
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、
マ
ッ
チ

ン
グ
）

問
い
合
わ
せ
と
し
て
多
い
の
は
、
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
、
資
金
不
足
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
短
期
的
に
解
決
で
き
る
課
題
で

は
な
い
。
新
し
い
フ
ァ
ン
の
獲
得
や
フ
ァ

ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
を
中
心
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
。

２�

．
文
化
団
体
相
互
及
び
他
分
野
と
の
交
流

連
携
の
促
進

県
内
文
化
芸
術
活
動
と
全
国
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
。
そ
の
た
め
に
国
内

の
地
域
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
の
連
携
等
、

採
択
団
体
や
県
内
文
化
芸
術
関
係
者
が
孤

立
し
な
い
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

３�

．
各
種
研
修
事
業
の
実
施

ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
の
対
象

テ
ー
マ
を
拡
充
し
、
大
学
の
ゼ
ミ
レ
ベ
ル

の
講
座
を
実
施
す
る
。
自
分
た
ち
の
事
業

の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
宮
崎
県
の
文
化

芸
術
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
か
を
考
え
る

場
に
し
た
い
。

４�

．
助
成
事
業
の
助
言
・
評
価

ひ
な
た
の
文
化
活
動
推
進
事
業
を
は
じ

め
、
採
択
団
体
だ
け
で
は
な
く
こ
れ
ま
で

に
採
択
さ
れ
た
団
体
の
事
業
継
続
を
睨
み
、

伴
走
支
援
を
徹
底
し
て
い
く
。

５
．
情
報
発
信

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
不
毛
の
地
と
呼

ば
れ
て
い
た
宮
崎
だ
が
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン

シ
ル
み
や
ざ
き
の
取
り
組
み
を
始
め
と
し

て
、
全
国
に
例
の
な
い
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
生
ま
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
全
国

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
接
続
す
べ
く
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携

し
て
い
く
。

６�

．
新
た
な
事
業
の
提
案
（
調
査
・
研
究
及

び
政
策
提
言
）

県
内
市
町
村
を
中
心
に
、
文
化
政
策
関

連
の
審
議
会
や
委
員
会
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
い
く
。

令
和
八
年
度　
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ

ル
み
や
ざ
き
の
事
業
に
つ
い
て
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公益財団法人宮崎県芸術文化協会会員・賛助会員・役員等（敬称略）

役　　員
顧　　問　　内藤　泰夫
会　　長　　岩切　裕敏
副 会 長　　熊元　一徳　　園村　正晴　　中村　禎子
常務理事　　横山　直樹 
理　　事　　河口　安伯　　土田　　浩　　二宮　勝憲
　　　　　　根井　　翼　　濱田　明良　　松田　和己
　　　　　　山内　　学
評 議 員　　薗田　潤子　　田上比呂美　　中馬　章一
　　　　　　濵田　倫紀　　福田　　稔　　山本　祐嗣
監　　事　　石崎　智則　　吉村久美子

賛 助 会 員
次の団体に賛助会員としてご支援いただ
いております。 

　ＮＨＫ宮崎放送局
　株式会社宮崎放送
　株式会社テレビ宮崎
　宮崎ケーブルテレビ株式会社
　九州電力株式会社宮崎支社
　宮崎県音響照明舞台事業協同組合
　ＪＡ共済連宮崎

会　　員 　37 団体　順不同

団　　　　　体　　　　　名 代 表 者 名 団　　　　　体　　　　　名 代 表 者 名

宮 崎 県 歌 人 協 会 杉　田　一　成 日本郷土民謡協会宮崎県支部・洲明会 小　渕　洲明女

宮 崎 県 俳 句 協 会 田　上　比呂美 村 上 三 弦 道 村　上　由宇月

宮 崎 県 現 代 川 柳 協 会 吉　井　楼　太 琴 伝 流 大 正 琴 宮 崎 支 部 真　木　妙　子

宮 崎 県 美 術 協 会 山　本　祐　嗣 宮 崎 県 華 道 協 和 会 谷　口　穂　苑

宮 崎 県 美 術 連 盟 園　田　博　一 宮 崎 県 太 鼓 連 合 池　田　靖　洋

宮 崎 県 書 道 協 会 永　友　大　蔵 宮 崎 市 芸 術 文 化 連 盟 根　井　　　翼

宮 崎 県 音 楽 協 会 島　津　陽　亮 延 岡 市 文 化 連 盟 松　田　和　己

宮 崎 交 響 楽 団 河　口　安　伯 日 南 市 文 化 芸 術 協 会 福　田　幸　夫

宮崎県アマチュアオーケストラ連盟 岩　切　　　敏 小 林 市 文 化 連 盟 園　村　正　晴

宮 崎 県 吹 奏 楽 連 盟 永　野　仁　美 日 向 市 文 化 連 盟 黒　木　金　喜

み や ざ き チ ェ ロ 協 会 土　田　　　浩 串 間 市 文 化 協 会 山　内　　　学

宮 崎 県 合 唱 連 盟 中　園　哲　也 西 都 市 文 化 連 盟 清　野　憲　一

宮崎県おかあさんコーラス連盟 安　藤　真奈美 え び の 市 芸 術 文 化 協 会 紫　雲　宣　子

宮 崎 県 オ ペ ラ 協 会 泊　　　かずよ 国 富 町 文 化 協 会 橋　本　和　恵

宮 崎 県 バ レ エ ユ ニ オ ン 伊　達　由伺子 高 鍋 町 文 化 協 会 田　中　隆　吉

宮 崎 県 演 劇 協 会 濱　田　明　良 門 川 町 文 化 協 会 髙　橋　ユキミ

宮崎県川南町モーツァルト音楽祭実行委員会 多　賀　学　昭 諸 塚 村 文 化 協 会 藤　﨑　幸　子

都 山 流 宮 崎 県 支 部 熊　元　城芳山 高 千 穂 町 文 化 協 会 興　梠　則　夫

宮 崎 県 吟 剣 詩 舞 道 総 連 盟 松　川　岳　匠
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川
南
町
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
祭

の
活
動
状
況

川
南
町
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
音
楽
祭
実
行
委
員
会

会
長　

多
賀　

学
昭

「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
田
舎
の

小
さ
な
町
に
も

そ
れ
ぞ
れ
小
さ

な
音
楽
祭
が
あ

っ
て
、
町
の
人

た
ち
が
本
物
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
に
触
れ
る
機
会
が
あ
る
ん
だ
。
僕
は
日

本
で
も
そ
ん
な
音
楽
祭
を
や
り
た
い
と
思

う
。」
と
い
う
馬
込
勇
先
生
の
言
葉
に
大

い
に
共
感
し
て
「
川
南
町
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

音
楽
祭
」
を
始
め
て
か
ら
、
い
つ
の
間
に

か
四
半
世
紀
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

馬
込
先
生
が
主
宰
し
て
お
ら
れ
る
日
本

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
青
少
年
管
弦
楽
団
の
学
生

や
高
校
生
達
、
そ
し
て
宮
崎
の
合
唱
愛
好

家
の
皆
さ
ん
（
中
に
は
鹿
児
島
や
大
分
か

ら
の
参
加
者
も
い
ま
す
）
が
、
毎
年
一
二

月
に
川
南
町
文
化
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
て
、

ク
リ
ス
マ
ス
前
の
一
週
間
、
室
内
楽
、
声

楽
の
リ
サ
イ
タ
ル
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合

唱
に
よ
る
宗
教
曲
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
「
お
さ
な
子

の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
な
ど
多
彩
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
好
評
を
得
て
い
ま

す
。出

演
者

は
オ
ケ
の

青
少
年
や

合
唱
団
以

外
に
馬
込

監
督
が
リ

ン
ツ
、
ウ

ィ
ー
ン
時

代
に
親
交

の
あ
っ
た

演
奏
家
達
、

元
東
京
芸

大
音
楽
学
部
長
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ピ
ア

ニ
ス
ト
の
植
田
克
己
先
生
、
前
新
国
立
劇

場
オ
ペ
ラ
研
修
所
所
長
の
永
井
和
子
先
生

な
ど
錚
々
た
る
先
生
方
が
長
年
に
渉
っ
て

ご
出
演
下
さ
っ
て
お
り
、
我
な
が
ら
「
田

舎
の
音
楽
祭
に
し
て
は
何
と
豪
華
な
顔
ぶ

れ
よ
。」
と
驚
か
さ
れ
て
い
る
次
第
で
す
。

感
謝
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
が
今
年
は
四
月
に
な
っ
て
メ
イ

ン
会
場
の
川
南
町
文
化
ホ
ー
ル
が
耐
震
構

造
問
題
の
た
め
使
用
中
止
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
既
に
音
楽
祭
の
準
備
、
練
習

は
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
大
変
慌
て
ま
し

た
が
、
幸
い
川
南
町
の
ご
理
解
の
も
と
、

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
合
宿
練
習
及
び
小
コ
ン

サ
ー
ト
は
町
内
施
設
で
実
施
、
オ
ケ
と
合

唱
に
よ
る
大
規
模
コ
ン
サ
ー
ト
は
宮
崎
県

立
芸
術
劇
場
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
タ
ー
ン
ホ
ー

ル
と
佐
土
原
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
ご
支
援
を
続
け
て
頂
け
る

こ
と
が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
合
唱

団
は
バ
ッ
ハ
「
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ラ
ト
リ

オ
」
の
上
演
に
向
け
鋭
意
練
習
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

宮
崎
市
芸
術
文
化
連
盟
会
長
に

就
任
し
て

会
長　

根
井　

 

翼

宮
崎
市
芸
術

文
化
連
盟
会
長

に
就
任
し
て
二

年
目
を
迎
え
て

い
ま
す
。
宮
崎

市
芸
術
文
化
連

盟
事
務
局
長
を

通
算
一
一
年
務
め
て
参
り
ま
し
た
の
で
、

宮
崎
市
芸
術
文
化
連
盟
に
対
す
る
想
い
は

一
味
違
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
長

就
任
要
請
を
受
け
ま
し
た
時
に
、「
本
当

に
私
で
良
い
の
か
」
と
自
問
自
答
を
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
き
な
要
請
に
対

し
ま
し
て
「
よ
し
私
で
良
け
れ
ば
や
っ
て

や
ろ
う
」
と
想
い
を
決
め
ま
し
た
。

芸
術
文
化
の
各
ジ
ャ
ン
ル
に
共
通
す
る

も
の
は
、「
表
現
」
で
ご
ざ
い
ま
す
。
芸

術
文
化
連
盟
に
加
盟
す
る
団
体
の
表
現
活

動
は
、「
文
字
」「
所
作
」「
音
」「
形
」
等

と
、
こ
の
形
態
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
い
る

表
現
活
動
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
表
現
活
動
の
集
団
が
宮
崎
市

芸
術
文
化
連
盟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

宮
崎
市
芸
術
文
化
連
盟
は
、
加
盟
団
体

の
表
現
活
動
を
支
援
し
、
市
民
の
皆
様
方

に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、
宮
崎
市
芸
術
文

化
連
盟
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
く
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
文
芸
部
門
は
、
俳

句
大
会
・
短
歌
大
会
・
川
柳
大
会
。
邦
楽

部
門
、
舞
踊
部
門
、
礼
法
き
も
の
部
門
は
、

春
の
芸
能
ま
つ
り
。
洋
舞
部
門
は
、
バ
レ

エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。
洋
楽
部
門
は
、
春

の
音
楽
祭
、
童
謡
の
日
コ
ン
サ
ー
ト
等
で

ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
世
代
に
、
体
験
活
動
を
通

し
て
の
芸
術
文
化
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
い
く
事
業
と
し
て
、
平
成
一
八
年
か

ら
「
学
校
訪
問
芸
術
文
化
交
流
事
業
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
加
盟
団
体
が

共
通
し
て
持
っ
て
い
る
課
題
に
高
齢
化
が

ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
、
若
い
世

代
に
芸
術
文
化
へ
の
関
心
と
理
解
を
深
め

る
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
新
春
文
化
座
談
会
」
で
は
、
宮
崎
市

長
を
含
め
た
四
名
の
方
々
に
、
宮
崎
市
の

芸
術
文
化
活
動
に
つ
い
て
多
く
の
提
言

を
い
た
だ
き
、

そ
の
具
現
化

に
つ
い
て
の

対
策
を
考
え

て
い
ま
す
。

芸
術
文
化

活
動
の
「
創

る
活
動
」
を

更
に
充
実
さ

せ
て
取
り
組

ん
で
い
く
所

存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

会

員

だ

よ

り
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みやざき文化振興課の文化事業を紹介します

神楽のユネスコ無形文化遺産登録に向けた取組
宮崎の「宝」である神楽を次世代に継承し、今後の人づくりや地
域づくりにつなげるとともに、ユネスコ無形文化遺産への早期登録
を目指して取り組んでいます。

○主な取組
①日本の「神楽」を世界の「ＫＡＧＵＲＡ」へ
　�「神楽」の2028年ユネスコ無形文化遺産への登録を目指して、神
楽の海外公演やメディアプロモーションを積極的に展開し、神楽
の歴史的・文化的価値を国外へ周知。
②国立能楽堂（東京都）での神楽公演
　�首都圏在住の方に神楽の魅力を知っていただくことを目的に平成
28年度から実施。
③みやざきの神楽サポーター制度（企業等）の実施
　�神楽の継承活動を支援する企業、団体、大学等を「みやざきの神
楽サポーター」として認定し、その活動を広報。

障がい者芸術文化支援センターの設置
障がいのある人やその家族、支援員などの相談を受け、 専門機関
へつなぐ中間支援を実施。

○センターの主な活動
①相談支援
　�障がいのある人やその家族、支援員などの相談を受け、 専門機関
へつなぐ中間支援を実施。
②人材育成
　�芸術活動のサポート研修会、視覚障がいのある人と行う対話型鑑
賞会、障がいのある人の芸術活動に携わる人材を育成。
③発表の機会の創出
　�県内の文化施設や街中における作品展、ワークショップ、 誰でも
参加できるオープン！アトリエを定期的に開催。

地域で楽しむ文化芸術体験事業
　文化ホール等がなく、プロのアーティストによる公演などの文化
芸術を身近で感じる機会の少ない中山間地域等で、鑑賞と体験を組
み合わせた公演を開催します。（５地域で実施見込み）

日本の神楽を世界のKAGURAへ

対話型鑑賞会

身体表現ワークショップ

国立能楽堂神楽公演

みやざきの神楽サポーター
認定証交付式
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ご
あ
い
さ
つ

　

宮
崎
県
総
合
政
策
部

　

み
や
ざ
き
文
化
振
興
課
長�

加
藤　

和
樹

こ
の
四
月

か
ら
み
や
ざ

き
文
化
振
興

課
長
に
着
任

し
ま
し
た
加

藤
と
申
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。県

芸
文
協
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
日
頃
か
ら
本
県
文
化
行
政
の
推

進
に
、
様
々
な
分
野
で
御
協
力
い
た
だ
き
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
宮
崎
国

際
音
楽
祭
と
若
山
牧
水
賞
と
い
う
歴
史
あ

る
文
化
事
業
が
い
ず
れ
も
三
〇
周
年
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
こ
と
に
加
え
、
本
県

が
誇
る
民
俗
芸
能
で
あ
る
「
神
楽
」
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
に
推
薦
さ
れ

る
こ
と
が
決
定
す
る
な
ど
、
本
県
の
文
化

芸
術
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
好
機
を
捉
え
、
県
民
の
皆
様
に
よ
り

一
層
文
化
芸
術
へ
の
理
解
・
関
心
を
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
神
楽
の
ユ
ネ
ス

コ
無
形
文
化
遺
産
登
録
を
見
据
え
、
国
内

外
に
向
け
た
情
報
発
信
や
海
外
公
演
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
、
普
及
・
啓
発
活
動
に

さ
ら
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
県
が
策
定
し
て
お
り
ま
す
「
み

や
ざ
き
文
化
振
興
計
画
」
が
今
年
度
で
計

画
終
期
を
迎
え
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

で
県
芸
文
協
と
も
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
「
県
民
の
皆
様
が
文
化
を

実
感
で
き
る
環
境
づ
く
り
」
や
「
文
化
を

支
え
育
む
人
づ
く
り
」、「
文
化
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
」
と
い
っ
た
施
策
の
振
り

返
り
を
行
い
な
が
ら
、
よ
り
充
実
し
た
計

画
と
な
る
よ
う
改
定
作
業
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
県
民

の
皆
様
の
心
に
ゆ
と
り
と
潤
い
を
与
え
、

一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
様
々
な
文
化
振
興
の
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
皆

様
の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ひ
な
た
の
文
化
活
動
推
進
事
業
は
、
国

文
祭
・
芸
文
祭
み
や
ざ
き
大
会
の
レ
ガ

シ
ー
と
し
て
、
文
化
芸
術
を
軸
と
し
た
他

分
野
連
携
事
業
と
人
材
育
成
事
業
を
対
象

に
し
て
い
ま
す
。
他
分
野
連
携
に
よ
っ
て

こ
れ
ま
で
文
化
芸
術
に
関
わ
り
の
な
か
っ

た
人
た
ち
に
ア
ク
セ
ス
し
、
文
化
芸
術
の

価
値
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
み
や
ざ
き
は
こ

れ
を
「
文
化
芸
術
に
よ
る
生
存
戦
略
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
つ
ま
り
文
化
芸
術
の
生

き
残
り
策
で
あ
り
、
文
化
芸
術
で
宮
崎
が

生
き
残
る
た
め
の
戦
略
と
言
え
ま
す
。

今
年
度
は
二
〇
件
の
申
請
が
あ
り
、
一

〇
件
の
事
業
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
文
化

芸
術
の
担
い
手
に
と
っ
て
他
分
野
連
携
は

高
い
ハ
ー
ド
ル
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、「
文
化
芸
術
に
よ
る
生
存
戦
略
」
は
、

宮
崎
県
内
に
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

が
今
回
の
採
択
事
業
か
ら
わ
か
り
ま
す
。

ま
だ
出
会
っ
て
な
い
人
た
ち
に
文
化
芸
術

を
届
け
、
社
会
に
つ
な
げ
て
い
く
一
〇
の

事
業
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◯�

川
辺
の
音
楽
祭
二
〇
二
六
（
生
島
国

宜
）　

秋
頃　
【
椎
葉
村
】

◯�

映
画
が
呼
び
起
こ
す
県
民
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
カ
メ
ヤ
マ
サ
ト
シ
）　

一
二

月
末
：
映
画
完
成　

一
～
二
月
：
Ｗ
Ｓ

開
催　
【
宮
崎
県
内
】

◯�M
iyazaki A

rt &
 Place PIC

（PIC

実
行
委
員
会
）　

一
〇
月
～
一
一
月　

【
宮
崎
県
内
】

◯�

と
こ
と
ん　

―
不
登
校
児
が
作
る
表

現
と
社
会
の
架
け
橋
事
業
―
（
高
橋

創
）　

七
月
～
二
月　
【
宮
崎
県
内
】

◯�

外
国
人
の
方
のClassical Japanese 

D
ance 

日
本
舞
踊
体
験
発
表
プ
ロ
グ

ラ
ム　
【
日
本
舞
踊
小
波
流
】　

九
月
二

七
日
～
一
一
月
二
九
日　
【
宮
崎
市
】

◯�

楠
並
木
ロ
ビ
ー
二
〇
二
六
（
サ
ム
タ
イ

ム
ズ
）　

一
〇
月
三
日
～
四
日　
【
宮
崎

市
】
宮
崎
県
婦
人
会
館

◯�

地
域
編
集
文
化
継
承
事
業
『
み
ん
な
で

つ
く
ろ
う
サ
ル
マ
マ
八
号
』　

サ
ル
マ

マ
編
集
部
七
月
～
二
月　
【
宮
崎
県
内
】

◯�

「
記
録
か
ら
身
体
へ
―
土
地
の
記

憶
を
め
ぐ
る
試
み
」　

一
般
社
団
法
人

GaD
o-GaD

o　

七
月
一
日
～
一
月
三

一
日　
【
椎
葉
村
】

◯�W
ET
 SA
T
U
RD
A
Y

　

Ｄ
Ｊ
・
ダ
ン

ス
カ
ル
チ
ャ
ー
体
験
（W

.S.M
.F

実
行

委
員
会
）　

九
月
～
一
月　
【
宮
崎
県

内
】

◯�

メ
タ
バ
ー
ス
神
楽
～
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
神
楽
体
験
の
拡
大
～
（
一

般
社
団
法
人
逞
し
い
未
来
）　

九
月
～

一
一
月　
【
椎
葉
村
】

令
和
八
年
度

宮
崎
県
ひ
な
た
の
文
化

活
動
推
進
事
業
に
つ
い
て
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今
年
の
宮
崎
国
際
音
楽
祭
は
、
第
三
〇

回
の
節
目
を
迎
え
、
音
楽
監
督
が
徳
永
二

男
氏
か
ら
三
浦
文
彰
氏
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

さ
れ
、「
宮
崎
神
宮
か
が
り
火
コ
ン
サ
ー

ト
」
や
「
バ
レ
エ
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
競

争
」
等
、
新
し
い
試
み
が
な
さ
れ
、
さ
ら

に
県
民
が
わ
く
わ
く
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
っ
た
。

第
一
回
の
国
際
音
楽
祭
で
あ
の
バ
イ
オ

リ
ン
の
巨
匠
の
ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
タ
ー
ン
氏

を
招
聘
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
丁
寧

な
ご
指
導
に
、
私
も
音
楽
的
に
も
の
す
ご

く
感
銘
を
受
け
た
の
を
覚
え
て
お
り
、
全

国
か
ら
こ
の
音
楽
祭
の
た
め
に
集
結
し
た

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
プ
ロ
の
音
楽
家
達
に
も

多
大
な
影
響
を
与
え
た
と
思
う
。

ア
イ
ザ
ッ
ク
ス
タ
ー
ン
ホ
ー
ル
は
、
ウ

ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
の
本
拠
地
の
「
グ
ロ
ー

サ
ー
・
ム
ジ
ー
ク
フ
ェ
ラ
イ
ン
ス
ザ
ー

ル
」
を
模
し
て
設
計
さ
れ
、
国
内
最
大
級

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
備
え
、
全
国
の
音

楽
ホ
ー
ル
と
比
較
し
て
も
、
す
ば
ら
し
い

音
響
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。

宮
崎
国
際
音
楽
祭
が
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
ホ
ー
ル
を
生
か
し
て
、
次
の
三
〇
年
に

向
け
て
、
さ
ら
に
県
民
に
愛
さ
れ
る
音
楽

祭
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。宮

崎
県
の
芸
術
文
化
活
動
は
、
二
〇
二

四
年
に
策
定
さ
れ
た
「
ひ
な
た
の
文
化
活

動
推
進
事
業
」
に
よ
り
、
さ
ら
に
活
発
に

な
り
、
県
民
の
皆
様
の
幸
せ
に
つ
な
が
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�

（
猪
鹿
倉　

潔
）
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